
 

2012 年 12 月に三段山で発生した雪崩の調査報告 

Slab avalanche occurred at Mt. Sandan, the Tokachi mountain 
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１．はじめに  

日本雪氷学会北海道支部では雪氷災害の調査を迅速に行うために，2007/08 年冬期

に雪氷災害調査チームを発足させた．調査チームによる雪崩調査報告 1) 2) 3) 4)は，概要

が HP でも公開されている．本報では，2012 年 12 月 16 日に北海道上富良野町，十勝

岳連峰三段山中腹で発生した雪崩の調査結果を報告する． 

 

２．雪崩の発生状況  

2012 年 12 月 16 日 10 時頃北海道上富良野町三段山中腹で  、5 人のスキーヤーの内

1 名が巻き込まれる雪崩事故が発生した(図 1)．雪崩は 4 人目のスキーヤーが斜面に侵

入した事により発生し，スキーの先端は雪面上に出ていたがデブリに完全埋没した．

他のメンバーにより 15 分後には掘り出され，約 5 時間後に病院に収容されたが，低

酸素脳症のため死亡した．  

発生前夜から当日にかけては本州北部を低気圧が通過し，発生時は冬型の気圧配置

となっていた．  

 

３．調査の概要  

現地調査は発生の翌日（12 月 17 日）に行った．雪崩発生後の降雪はわずかで，図

2 に示すように，明瞭な破断面および堆積区が確認された．GPS 測定による雪崩範囲

の測量と埋没地点の特定を行った．また，破断面で積雪断面調査（層構造，雪質，密

度，雪温，硬度，せん断強度，上載荷重）を行った．さらに，気象観測データ（吹上

テレメータ，十勝岳テレメータ）の収集を行った．  

図 1 雪崩の発生位置と範囲 
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４．結果と考察  

4.1 雪崩の概要と規模  

GPS を用いて測定した雪崩の範囲を図 1

に示す．また，雪崩の概要を表 1 に示す．

雪崩は 1310 m 付近の傾斜が変化する位置

で発生し，破断面は北から南南西に向かっ

て形成されていた．図 2 に示すように破断

面が明確に残っており，破断面の厚さは場

所によって異なっていた．雪崩の範囲内に

は灌木が有るものの，発生区付近は無立木

の斜面となっていた． 堆積区はブロック状

の硬いデブリが堆積

していた．  

 

4.2 破断面での積雪

断面調査  

破断面内の標高

1307 m 地点で積雪

断面調査を行った

（図 1）．積雪深は

305 cm，破断面の高さは 70 cm，傾斜 35°で有った．図 3 に破断面を含む積雪断面の

写真と模式図を，図 4 に弱層となった雲粒無し新雪・こしまり雪の接写写真を示す．  

150–305 cm の範囲で行った積雪断面観測の結果を図 5 に示す．214–216 cm のこしま

り雪，235–242 cm の雲粒無しの降雪結晶の残る新雪・こしまり雪，304–305 m の新

雪以外はしまり雪であった．破断面の形状から，235–242 cm の新雪・こしまり層が

雪崩の原因となったと考えられる．この弱層内の 237 cm の密度および硬度はそれぞ

れ 153 kgm
-3，18.2 kPa となり，

表面の新雪を除けば層内で最も

小さくなった．硬度測定にはプ

ッシュゲージを用いており，硬

度をせん断強度に変換した 5）．

図 2 破断面及び堆積域  

図 4 弱層となった新雪・

こしまり雪層（240cm）  

図 3 破断面を含む積雪断面  

模式図中の赤および黄で示した新雪・

こしまり雪層が弱層となった．  

表 1 雪崩の種類及び規模  
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また ，密度から層ごとの積雪重量を積算し，観測地点の傾斜 35°を用いて各深さの

せん断応力を求めた．図 6 にせん断強度，せん断応力および安定度を示す．237 cm の

安定度が 2.3 となり，最も小さな値を示した．この弱層上には 62 cm の密度および硬

度の大きいしまり雪の層があり，風成雪であると考えられる．堆積区には，このしま

り雪がブロック状に破壊した雪隗が堆積していた． 

 

4.3 雪崩発生までの気象条件  

図 7 に 2012 年 12 月 1〜16 日の吹上テレメータ（標高 1010 m，西南西 1.9 km）お

よび十勝岳（標高 1320 m ，北東 1.5 km）の観測値を示す．吹上の風向・風速は設置

場所が樹林帯の中であるなどの条件から，雪崩現場と大きく異なっている事が予想さ

れる．そこで，気象庁気候データ同化システムを力学的にダウンスケールした WRF

モデルを用いて雪崩現場の気象条件を再現した．  

雪崩の原因となった 235–342 cm の新雪・こしまり雪には雲粒無しの降雪結晶が残

っていた．このような降雪結晶は低気圧前面で降ることが多く，本州北部から北海道

付近を低気圧が通過する場合に生じる．現場の斜面は北西を向いており，東寄りの強

風による風成雪で上載積雪が増える可能性が高い．一方，西寄りの強風では吹き払わ

れて比較的積雪が増加しづらい．このような条件を 12 月前半の気象条件から抽出す

ると，3–4 日，6–7 日，8–9 日，16 日に低気圧が通過した．まとまった降水と積雪深

の増加は 4 日および 8–9 日に発生した．WRF の東寄り成分（北北東～南）の内で風速

5 m/s 以上の時は，低気圧の通過に対応して 4 回ある（図 7）．弱層となった雲粒無し

の降雪結晶を含む層が 8 日に形成され，その後の東風で 242–304 cm のしまり雪が堆

積したと考えると，214–216 cm のこしまり雪および 216–235 cm のしまり雪は 6 日に，

214 cm 以下のしまり雪は 4 日に形成されたと考えられる．これらは図 7 の WRF によ

る降水，風向，風速および十勝岳と吹上の積雪深の推移と矛盾しない．事故当事者ら

の証言では，事故前日に同じ斜面を滑走した時と当日の現場斜面の積雪量に違いを感

じており，16 日の風成雪による上載積雪の増加も考えられる．242–304 cm のしまり

雪は断面観測では 1 層と記載しているが，8 日に加えて 16 日も堆積した可能性がある． 

図 5 積雪断面観測の結果  

 矢印は弱層の位置を示す． 
図 6 積雪の安定度  
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５．まとめ  

今回の雪崩は，面発生乾

雪表層雪崩で，雲粒無し降

雪結晶を含む層が弱層なっ

ていた．2012 年 11〜12 月

は例年よりも北海道付近を

低気圧が多く通過しており，

北西の季節風だけてなく，

東寄りの強風が吹いた頻度

が高くなった．雪崩事故発

生地点では降雪結晶に関連

する弱層の形成と風成雪が

発生しやすい状況になった

と考えられる． 
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図 7 雪崩発生までの気象データ  

 赤線は雪崩発生の 12 月 16 日 10 時  

- 9 -  
Copyright © 2013　公益社団法人日本雪氷学会北海道支部

北海道の雪氷　No.32（2013） 


	2013_snowhokkaido32_all - コピー 8
	2013_snowhokkaido32_all - コピー 9
	2013_snowhokkaido32_all - コピー 10
	2013_snowhokkaido32_all - コピー 11



